
‭すべてが万事良かったわけではありません。ちょうど10年前に短期宣教を決める前には、‬
‭患難の中を通されました。自分が62歳の時に勤めていた会社の肩たたきが始まって、自分‬
‭もその対象になってしまいます。シアトルからサンフランシスコ支店に異動を命じられ4年‬
‭ほどたった頃でした、所属は営業部だったので、営業成績を理由にすれば、即日解雇とい‬
‭う場面です。次女の結婚式も迫っています、シアトルの自宅は貸してしまっています。自分‬
‭達ではどうすることもできない不安の中で、妻は突然倒れて、緊急病院に連れて行くと、‬
‭ハートアタックではなく、心労とのこと、借りていたコンドに戻って二人で心を合わせて‬
‭祈りました。私たちはどうしたらよいのか分かりません、主よ、助けて下さいと祈って疲‬
‭れ切って寝てしまいました。翌朝、驚くことに、今まで三つほどの宣教団体に申し込んで‬
‭いたものの、全く音沙汰のなかったので諦めていた中の一つからEmailが来て’、あなた方は‬
‭宣教師として選ばれましたとの連絡でした。喜びの朝を迎えられたのです。その後　勤め‬
‭ていた会社の人事部から最高の引退パッケージをもらい、しかも次女のサンフランシスコ‬
‭での結婚式、8月31日が会社の引退日として連絡が来たのです。「神のなさることはすべて‬
‭時にかなって美しい」伝道者の書３章11節。主の臨在ここにあり。‬

‭今後の予定‬

‭♡７月４日（金）One Ohana バーベキュー‬

‭独立記念日のお昼、主の家族たちと楽しい時を過ごしましょう。‬

‭午前10時から2時まで。ゲーム、水遊び、どなたでも参加自由です。‬

‭♡8月23日（土）　サマー・コンサート‬

‭DUO高瀬による、恒例のヴァイオリンとピアノのコンサート‬

‭午後1時半開場　　午後2時開演‬

‭ミニストリーの紹介‬

‭マキキ教会には、沢山のミニストリーがあります。聖歌隊、ゴスペル・フラ、ウクレレ教‬
‭室、親子会、絵画教室、韓国語クラス、のぞみの会など、楽しく集えるグループがありま‬
‭す。ぜひ、お気軽にお越しください。お問い合わせはオフィス（808ｰ594‐6446）まで。‬

‭「父の日」　‬‭　‬‭　マキキ聖城キリスト教会　藤浪義孝牧師‬

‭　6月15日は「父の日」です。1910年ワシントン州のソノラ・スマート・ドッドという人‬
‭が、母親の死後、彼女と5人の兄弟たちを育てた父親を称えたいと願い、父親を称える祝日‬
‭を設立することを国に提案しました。1966年ジョンソン大統領は6月第三日曜日を「父の‬
‭日」と定め、1972年ニクソン大統領の下で国民の祝日として成立しました。‬

‭多くの人々は、「父の日」を異なる感情で捉えています。「父の日」も「母の日」のよう‬
‭に親を称えるものですが、「母の日」には母親と子どもとの特別な絆といったイメージが‬
‭強く、「父の日」は感情をあまり表に出さない愛情や感謝の気持ちといったイメージが強‬
‭いです。しかし、「父の日」を意味のある日とは感じない人たちが少なくありません。‬
‭一人の男性が「父の日なんかないほうがいい」と呟きました。わけを尋ねるとこう答えま‬
‭した。「私の父はアルコール依存症の世界にのめり込んだ人だった。子どもの頃も一緒に‬
‭過ごしてくれなかった。子どもの安全を無視して飲酒運転をした父・・・私には父の存在‬
‭感がなかった。家で一緒にいる時は怒っているか、酔っ払っているか。正直言って、父と‬
‭一緒にいることが楽しいと感じたことは一度も覚えていない。私の父は自分を産んでくれ‬
‭た実母に対する酷い恨みから失望を怒りに変え、アルコールに走った。私と妻は子どもが‬
‭欲しかったができなかった。こんなことで、父の日が近づくと、切なさ、虚しさ、後悔の‬
‭念を感じる。」‬

‭「私もこの人に共感できる」と感じる人がいるでしょう。両親の不仲、オーバーワーク、父‬
‭親不在、家庭内暴力や過剰干渉、過酷なしつけ、コミュニケーション不足など、父親に対‬
‭するネガティブなイメージによって、父親との関係が悪化している人は少なくありませ‬
‭ん。店頭で売られている「DAD」とプリントアウトされているTシャツやカップを見て寂し‬
‭さを感じる人もいるのです。‬

‭多くのキリスト教会では「父の日」の前後に行われている慣習があります。礼拝で父親た‬
‭ちが称賛されたり、父親のために特別な祈りが捧げられたり、父親への特別な記念品が贈‬
‭呈されたり、教会によって敬意の表し方が違いますが、どれも父親への敬意と感謝を表す‬
‭ためのものです。しかしながら、父親を持たない人たちのことを決して忘れてはいけませ‬
‭ん。この配慮は、当たり前すぎるかもしれませんが、私たちの周りには、父親のいない‬
‭人、父親を知らない人、養子縁組をした人、離婚した人、こどもの父親になれなかった‬



‭人、こどもを産めない配偶者を持つ人がおられます。一般に広まっている家族重視の考え‬
‭方は好ましく思えるものではないかもしれません。経済面でもすべてが揃っていて幸せそ‬
‭うな笑顔の人々が大半を占めているわけではありません。この社会の半分以上が離婚に‬
‭よって傷つき、家庭は、単身赴任で多くの困難や経済的な問題を抱えていたり、父親不‬
‭在、あるいは父親がいなかったり、父親が二人以上いたり、誰が家庭を治めているのかわ‬
‭からないといった状況に蝕まれているのです。このような家庭状況の中で、国民の祝日‬
‭「父の日」を迎えます。‬

‭イエスキリストは、当時の社会で父親のいない人々に対する配慮を軽んじられませんでし‬
‭た。その言葉と態度は感受性と配慮に満ちたものでした。ある教会で「父の日」に宴会を‬
‭開く習慣が始まりました。しかし、ある年から「父の日の夕食会」と呼ぶ代わりに、「す‬
‭べての息子たちの夕食会」と呼び名を変えました。このタイトルの変更によって、「父の‬
‭日」を祝う伝統的な方法から、自分が息子であることを祝う方法へと焦点が変わりまし‬
‭た。つまり、すべての人が含まれたのです。すべての人は息子、娘であり、すべての息子、‬
‭娘には父親がいます。‬

‭長い年月、私は自分の父親に対して怒りを抱いていました。子どもの頃、過失は絶対に許‬
‭されず、厳しいしつけの繰り返しと暴言でよく落ち込みました。成人になってからクリス‬
‭チャンになりましたが、心の中に上手にその感情を隠すことができただけでした。‬
‭あの状態が今日まで続いていたなら、どうなっていたかと思うと正直ゾッとします。‬
‭私の視点が変わり始めることになったのは、アメリカ滞在中の時です。それを助けてくれ‬
‭たのは、神を畏れ敬い、愛と恵みを軸にして聖書に生きているご年配のクリスチャン夫婦‬
‭たちでした。この方々に愛され教えられ自分の息子のように扱ってくださった彼らとの関‬
‭係の中で、私の心の中に隠していた問題点に立ち向かう必要があることに気づきました。‬
‭また、聖書に登場する父親像がバラバラで、聖書の登場人物でさえ完璧な父親を見つける‬
‭のは難しいということも知りました。しかし、欠陥だらけの人間が神に信頼する信仰に‬
‭よって素晴らしく変えられていくことを学びました。そしていつしか素直に自分の問題を‬
‭見つめ、問題解決に心を開いた時、怒りが消え、父親に対する思いが変わっていきまし‬
‭た。そしてついに和解が実現したのです。‬

‭聖書に登場する父親像がバラバラであるという現実は、先入観にとらわれた完璧な家族の‬
‭形に無理やり当てはめることはできないということを気づかせてくれます。聖書に登場す‬
‭る人たちの生活は雑然としていました。私たちの人生も厄介です。しかし、信仰によって‬
‭生きた過去の人たちが希望を持つことができたように、私たちも今日希望を抱くことがで‬
‭きるのです。神は「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住まいにおられる神。」‬
‭（詩篇68:5）これは、どんな人でも受け入れることができる真理であり、私たちにとって‬
‭深い意味を持っています。たとえ地上の父親が不完全でも、天の父が、私たちの必要とする‬
‭すべてを持っていることを知ることは、大きな力です。‬

‭「父の日」は、父なる神のことば（聖書）によって心の鏡を見つめる素晴らしい機会で‬
‭す。その祝日は、私たちがもっと愛情にあふれ、深い同情心を持って互いに思いやり、持‬
‭ちつ持たれつつ関係を育むために、私たちの焦点を変える機会となるでしょう。‬

‭　　「‬‭主の臨在ここにあり‬‭」‬ ‭森　宗孝　宣教師‬

‭マキキ聖城教会の聖歌隊の演奏に心から感激しました。合唱を盛り上げるように奏でられ‬
‭る、バイオリンの音、小鳥のさえずりのようにフルートが加わり、ピアノの音色は、まる‬
‭で教会をナルドの香水で満たすよう、色とりどりの花がいっぺんに咲き誇るように満ち溢‬
‭れている。創造主である神を讃えることで、それぞれの人の音楽への創造力が高められ‬
‭て、ひとつになって主の臨在が声高々に、この由緒深い礼拝堂に響き渡っている。主イエ‬
‭スを讃えることで、確かにひとりひとりに喜びと温かい平安が満たされている教会は幸せ‬
‭です。‬

‭　さて、私たちが長年住み慣れたワシントン州、二人の娘たちを育てたシアトルの郊外の‬
‭家を、日本に宣教師として夫婦で行く前に売ると妻が決心した時には、本当に驚きまし‬
‭た。だって帰ってくる家がなくなってしまう、それでも良いのかと聞くと、大丈夫と言う‬
‭のです。あっというまに売れてしまって、家具を倉庫に預けると友人たちには、本当にホー‬
‭ムレスになったと冗談を言ったものの、あの時は日本行きの準備で追われて、その後の生‬
‭活まで考える余裕はなかったのかもしれません。懐かしく思い出すのは、この岡の上の我‬
‭が家から森に囲まれた道を降りるとフッド海峡の海辺に出るのですが、海峡の他の場所、‬
‭公園などでは採り尽くされている天然の牡蠣棚が何キロにもわたってあり、牡蠣の取り放‬
‭題。本当ならば、牡蠣の貝を海岸で剥いて中身だけを持って帰らなければいけないルール‬
‭なのですが、あまりにも沢山の牡蠣棚なので、バケツいっぱい、両手に持って帰ってくる‬
‭と、牡蠣の蒸し焼き、BBQ そして生牡蠣にレモンをたらしてゴクリと食べました。余った‬
‭牡蠣は少し煮てから、オリーブとニンニクをたっぷり入れて保存すると何日も持つので‬
‭す。　あの自然に溢れた牡蠣は残念ながらハワイではありません。‬

‭　その後日本での宣教を終えて帰る頃には、カネオヘに住む娘夫婦が、一階建ての家を改‬
‭築してくれて、二階を建て、私たち夫婦との二世帯住宅となって、3名の下に住む孫娘たち‬
‭が時々二階に上がってきては、食事をしたり、彼女たちの学校やスポーツの送り迎えをす‬
‭る平和な、自然に囲まれた生活を楽しんでおります。しかし、この長女は、私たちが最初‬
‭の岩手への短期宣教にいます時に双子を妊娠しました、内臓が持ち上げられたのか、色々‬
‭な身体の障害が出ました。後で彼女に聞くと、自分ももしかしたら死ぬかもしれないと‬
‭思ったそうです。大変な妊娠だったのです。ちょうど彼女の出産に間に合うように、私たち‬
‭も戻って来ることができましたが、太平洋を挟んだ、日本の岩手県山田町で毎朝の散歩の‬
‭時に、二人で彼女が無事であるように必死で祈ったことを思い起こします。　主の恵みで、‬
‭この双子ちゃんたちも10歳を迎えて、元気に育っています。‬

‭　‬‭　‬


